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1．研究発表の内容

下肢筋力リハビリのための、モーターと MR 流体クラッチを用いた安全性の高い MR 流

体アクティブ負荷機を提案した。本負荷機のリハビリ用負荷機としての性能を評価するた

め、MR 流体クラッチの定常及び過渡特性を明らかにした。その結果、安定した優れた定

常特性を有するが、ステップ応答において出力トルクの顕著な遅れが発生することを明ら

かにし、その原因を非定常電磁場解析によって渦電流発生の見地から解明し、構成部材の

材質の置換によりその応答性を著しく向上できることを示した。

2．今回の出張・発表で学んだこと

国際会議に参加することにより、世界で行われているさまざまな研究について、その手

法やアプローチを知ることができ、今後の研究展開に対して参考になることを学ぶことが

できた。また自ら英語でのプレゼンテーション、及びディスカッションを行うことにより、

研究活動では不可欠である英語に対し、以前より慣れることができた。その中で、短時間

でわかりやすく伝えること、そして正確に議論することの難しさと重要性を感じた。今回

の参加は、今後の国際的な場での研究活動への取り組みに対する良いきっかけとなった。

3．本プログラムへの提案・感想

本プログラムの活用により、国際会議へ参加することが可能となり、国際的なスキルが

向上し、また今後の研究展開に大いに繋がることを学ぶことができた。こうしたプログラ

ムがあることは、国際的な場での研究活動を行うきっかけとなり、学生のグローバルな視

野での研究スキルの向上に効果的であると感じる。

4．指導教員所見

隔年で開催される応用電磁力学に関する国際会議で、MR 流体クラッチを活用したア

クティブ負荷機に関する研究成果を分かり易く口頭発表し、質問にも本人なりに積極的に

回答していた。また、会議にも広く参加し、電磁力学を援用した電磁機器の設計等に関す

るアプローチの仕方などについての情報収集も行っており、今後のグローバルな視野での

研究展開を期待したい。

5．発表時の写真など


